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は
じ
め
に

　

戦
後
七
〇
年
を
迎
え
た
二
〇
一
五
年
、
専
修
大
学
で
は
『
専
修
大
学
史
資
料

集 

第
七
巻 

専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
』（
以
下
、『
資
料
集
』）
を
刊
行
し
、
企

画
展
「
専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
‐
ペ
ン
を
銃
に
か
え
て
‐
」
を
開
催
し
た
１
。

『
資
料
集
』
の
内
容
は
戦
争
を
体
験
し
た
本
学
学
生
や
教
員
の
手
記
（
日
記
・

書
簡
・
聞
き
取
り
・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
含
む
）、
大
学
に
残
る
関
係
文
書
、「
学

徒
動
員
名
簿
」
の
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

「
学
徒
動
員
名
簿
」（
以
下
、「
名
簿
」）
に
つ
い
て
は
、
兼
ね
て
よ
り
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。『
専
修
大
学
百
年
史　

下
巻
』
で
は
「
名
簿
」
を
用

い
た
学
徒
出
陣
状
況
の
分
析
が
な
さ
れ
、
経
済
学
部
三
年
生
の
最
初
の
部
分
が

翻
刻
さ
れ
て
い
る
２
。
こ
の
「
名
簿
」
は
あ
く
ま
で
も
昭
和
一
八
年
（
一
九
四

三
）
一
二
月
の
学
徒
出
陣
に
お
い
て
対
象
と
な
っ
た
学
生
の
記
録
を
主
に
し
て

い
る
が
、『
資
料
集
』
に
お
い
て
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
、
学
業
半
ば
で
否
応
な
し
に
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
学
生
た
ち
一
人
一
人

の
名
前
を
刻
む
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
「
名
簿
」
が
作
成
さ
れ
た
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
記
載
さ
れ
た
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
修
大
学
と
学
徒
出

陣
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
一
助
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
昭
和
一
八

年
一
二
月
時
点
で
の
記
録
を
分
析
の
対
象
と
し
、
そ
れ
以
前
や
朝
鮮
人
学
徒
出

陣
を
含
め
た
翌
年
以
降
の
記
載
内
容
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
３
。

　

用
語
に
つ
い
て
も
前
も
っ
て
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
名
簿
」

の
表
題
に
あ
る
「
学
徒
動
員
」
と
い
う
用
語
は
従
来
、
学
生
・
生
徒
が
軍
需
工

場
な
ど
の
勤
労
作
業
に
軍
事
徴
用
で
動
員
さ
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
本
稿
で
は
史
料
表
記
の
ま
ま
「
学
徒
動
員
名
簿
」
と
す
る
。
ま
た
、

「
学
徒
出
陣
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
八
年
九
月
に
繰
り
上
げ
卒
業
し
て
軍
隊

に
入
隊
し
た
卒
業
生
か
ら
、
終
戦
ま
で
在
学
の
ま
ま
入
隊
し
た
学
徒
を
含
め
広

く
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
特
定
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
の

分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
狭
義
的
に
昭
和
一
八
年
一
二
月
に
学
徒
が
入

隊
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
４
。
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望

（
大
学
史
資
料
課
）

《
研
究
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専
修
大
学
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学
徒
出
陣
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- 「
学
徒
動
員
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簿
」
の
分
析
を
も
と
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１
．
学
徒
出
陣
と
「
名
簿
」
の
作
成

（
１
）「
名
簿
」
作
成
の
時
代
背
景

　

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
二
一
日
、
政
府
は
「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル

国
政
運
営
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
前
年
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日

本
側
は
空
母
四
隻
を
失
っ
て
連
合
艦
隊
が
壊
滅
し
、
昭
和
一
八
年
に
入
る
と
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
と
ア
ッ
ツ
島
の
全
滅
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
と

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
間
の
ダ
ン
ピ
ー
ル
海
峡
に
お
い
て
陸
海
軍
輸
送
船
八
隻
が
全
部

撃
沈
さ
れ
、
約
三
〇
〇
〇
名
も
の
将
兵
を
一
度
に
失
う
事
態
と
な
り
、
下
級
指

揮
官
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
含
め
た
兵
士
の
損
耗
が
著
し
く
な
っ
て
い
た
。
前
述
の

閣
議
で
は
、
国
内
態
勢
強
化
の
為
に
特
に
執
る
べ
き
方
途
の
第
三
と
し
て
国
民

動
員
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
一
般
の
徴
集
猶
予
を
停
止
し
て
理
工

科
系
統
学
生
の
入
営
延
期
の
制
を
設
け
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
学
徒

に
認
め
ら
れ
て
い
た
徴
兵
猶
予
の
措
置
が
停
止
さ
れ
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、

翌
日
、
総
理
大
臣
東
条
英
機
の
演
説
に
よ
っ
て
、
こ
の
内
容
が
全
国
に
ラ
ジ
オ

放
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

閣
議
決
定
を
受
け
て
、
一
〇
月
二
日
に
は
勅
令
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特

例
」
が
公
布
さ
れ
、「
兵
役
法
第
四
十
一
条
第
四
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
当
分
ノ

内
、
在
学
ノ
事
由
ニ
因
ル
徴
集
ノ
延
期
ハ
之
ヲ
行
ハ
ズ
」５
と
さ
れ
た
。
兵
役

法
第
四
一
条
の
規
定
で
は
徴
兵
検
査
を
受
け
る
べ
き
者
の
う
ち
勅
令
の
定
め
る

学
校
に
在
学
す
る
者
に
対
す
る
徴
集
延
期
を
認
め
て
い
る
が
、
第
四
項
で
は
、

戦
時
又
は
事
変
に
際
し
て
特
に
必
要
が
あ
れ
ば
勅
令
に
よ
っ
て
徴
集
延
期
を
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
の
兵
役

法
改
正
に
よ
り
、
大
学
予
科
の
徴
集
延
期
は
満
二
三
歳
、
専
門
部
は
満
二
四

歳
、
大
学
学
部
は
満
二
五
歳
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四

一
）
一
〇
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
年
引
き
下
げ
ら
れ
、
昭
和
一
八
年
三
月
に
再
度
一

年
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
徴
集
延
期
停
止
の
勅
令
が
出
さ
れ
た
同
日
「
昭
和
十
八

年
臨
時
徴
兵
検
査
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
在
学
に
よ
り
徴
集
延
期
し
て
い
た
学

徒
を
対
象
と
す
る
徴
兵
検
査
を
一
〇
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
五
日
に
本
籍
地
で

実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
対
象
者
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
一
二
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
。

　

学
生
が
徴
兵
適
齢
期
を
過
ぎ
て
も
在
学
を
理
由
に
延
期
す
る
た
め
に
は
、
大

学
側
で
書
類
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
学
生
自
身
で
本
籍
の
あ
る
県
庁
の
兵
事
課

に
送
付
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
学
徒
出
陣
で
海
軍
に
入
隊
し
た
原
田
稔
氏
（
昭

和
一
九
年
法
学
部
卒
）
に
よ
れ
ば
、
専
修
大
学
事
務
の
窓
口
に
い
た
南
京
子
さ

ん
と
い
う
女
性
職
員
が
そ
の
手
続
き
を
担
当
し
て
い
て
、
学
生
の
間
で
「
な
ん

き
ん
こ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
６
。
証
明
書
を
届
け
な
け
れ
ば
徴
集
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
学
生
た
ち
は
こ
の
手
続
き
を
毎
年
必
ず
行
っ
て
い
た
。

（
２
）
専
修
大
学
の
対
応

　

法
文
科
系
学
生
の
徴
集
延
期
に
関
す
る
勅
令
が
公
布
さ
れ
た
一
〇
月
二
日
、

別
途
、
文
部
省
か
ら
大
学
側
に
「
在
学
徴
集
延
期
ノ
停
止
ニ
関
ス
ル
件
」
が
通

牒
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
専
修
大
学
で
は
学
生
に
対
し
て
左
の
告
示
を
し
て

い
る
。
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記

今
回
ノ
徴
集
猶
予
ノ
停
止
ニ
依
リ

一
、 
徴
兵
検
査
ハ
来
ル
十
月
廿
五
日
ヨ
リ
十
一
月
五
日
迄
ノ
間
、
本
籍
地

ニ
於
テ
行
ハ
ル

一
、
入
営
期
日
ハ
来
ル
十
二
月
一
日
ト
ス
ト
ノ
発
表
ア
リ

一
、 

受
検
者
ハ
来
ル
十
月
十
六
日
以
後
、
本
籍
地
ニ
帰
郷
シ
徴
兵
検
査
ヲ

受
ク
ヘ
シ

一
、 

徴
兵
検
査
ハ
令
状
ヲ
以
テ
行
ハ
ル
ヽ
モ
、
令
状
来
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
本

籍
地
役
場
ニ
申
出
テ
洩
レ
ナ
ク
受
検
ス
ヘ
シ

一
、 

受
検
学
生
ニ
対
ス
ル
本
学
ノ
講
義
ハ
来
ル
十
月
十
五
日
ヲ
以
テ
打
チ

切
ル

一
、 

受
検
後
ハ
本
籍
地
郷
里
ニ
止
リ
、
十
二
月
一
日
ノ
入
営
期
日
迄
待

機
、
今
後
通
学
ニ
及
ハ
ス

　
　

但
シ
不
合
格
者
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
非
ス

　
　

未
適
齢
学
生
ト
共
ニ
授
業
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

一
、 

徴
兵
検
査
受
験
者
ハ
其
ノ
旨
ヲ
記
シ
主
管
主
事
ニ
欠
席
届
ヲ
提
シ
、

合
格
シ
タ
ル
時
ハ
ソ
ノ
旨
ヲ
記
シ
休
学
願
ヲ
提
出
ノ
コ
ト

依
テ
右
該
当
学
生
諸
君
ハ
本
月
十
五
日
迄
精
励
通
学
シ
テ
勉
学
、
教
練
、

錬
成
ニ
、
又
ハ
勤
労
奉
仕
ニ
努
力
シ
学
徒
ノ
本
分
ヲ
最
後
迄
尽
ス
ヘ
シ

尚
来
ル
十
月
十
五
日
午
前
十
時
ヨ
リ
壮
行
会
ヲ
挙
行
ス

　
　

昭
和
十
八
年
十
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
修
大
学
総
長　

小
泉
嘉
章
７

　

一
〇
月
一
五
日
午
前
一
〇
時
よ
り
学
内
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
た
。
学
徒
出
陣

の
対
象
と
な
っ
た
「
受
検
者
」
は
同
日
ま
で
講
義
を
受
け
て
、
翌
日
よ
り
本
籍

地
に
帰
郷
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
、
令
状
が
届
か
ず
と
も
自
主
的
に
申

し
出
て
受
検
す
る
こ
と
、
受
検
後
は
郷
里
に
留
ま
る
こ
と
、
ま
た
、
合
格
し
た

際
に
は
休
学
願
を
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
徴
兵
さ
れ
る
学
生
の
服

役
期
間
を
休
学
扱
い
と
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
の

時
点
で
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

文
部
省
・
学
校
報
国
団
本
部
主
催
に
よ
り
神
宮
外
苑
で
開
催
さ
れ
た
出
陣
学

徒
壮
行
会
に
つ
い
て
、
文
部
省
体
育
局
長
よ
り
関
係
学
校
へ
正
式
に
通
牒
が
出

さ
れ
た
の
は
一
〇
月
一
五
日
で
あ
り
８
、
上
の
告
示
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
一
〇
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
壮
行
会
に
は
、
専
修
大
学
を
含
む
東
京

都
、
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
各
県
所
在
の
大
学
・
専
門
学
校
等
七
七
校
が
参
加

し
て
い
る
。
専
門
部
経
済
科
二
年
生
で
学
徒
出
陣
し
た
中
村
清
吉
氏
（
昭
和
一

九
年
専
門
部
政
経
科
卒
）
は
、
配
属
将
校
か
ら
幹
部
候
補
生
の
資
格
を
や
ら
な

い
と
言
わ
れ
た
が
、
壮
行
会
に
出
席
し
て
も
し
な
く
て
も
軍
隊
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
同
じ
と
考
え
て
参
加
し
な
か
っ
た
と
い
う
９
。
後
輩
や
女
学

生
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
学
徒
出
陣
者
た
ち
が
雨
の
中
で
行
進
す
る
映
像
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
下
着
ま
で
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
野
球
部
員
も
い
れ
ば
、

長
野
へ
帰
郷
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
学
生
も
い
る
。
こ
の
と
き
専
修
大
学
の

先
頭
で
校
旗
を
捧
げ
て
行
進
し
た
の
が
川
島
東
氏
（
昭
和
一
九
年
専
門
部
政
経

科
卒
）
で
あ
り
、
雨
に
濡
れ
た
校
旗
が
重
く
な
っ
て
肩
に
食
い
込
ん
だ
感
触
を

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
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（
３
）
昭
和
一
八
年
当
時
の
大
学
組
織

　

次
に
、
学
徒
出
陣
時
に
お
け
る
専
修
大
学
の
学
部
・
学
科
を
み
て
み
よ
う
。

当
時
の
専
修
大
学
で
は
大
学
部
に
経
済
学
部
・
法
学
部
、
予
科
の
第
一
部
（
三

年
制
）・
第
二
部
（
二
年
制
）
、
専
門
部
に
経
済
科
・
法
科
・
商
科
・
計
理
科

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
昼
間
部
と
夜
間
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
徴
兵
猶
予
措

置
が
停
止
さ
れ
た
の
は
法
文
科
系
で
、
法
学
系
と
経
済
学
系
で
構
成
さ
れ
た
専

修
大
学
で
は
ま
さ
に
全
学
生
が
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
政
府
は
学

徒
出
陣
と
同
時
に
、
理
工
科
系
統
学
校
の
拡
充
整
備
を
計
る
と
共
に
法
文
科
系

統
の
大
学
、
専
門
学
校
の
統
合
整
理
を
行
う
方
針
も
打
ち
出
し
て
お
り
、
昭
和

一
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
に
は
専
修
大
学
の
専
門
部
に
お
い
て
も
経
済
科
と

法
科
で
政
経
科
、
商
科
と
計
理
科
で
経
営
科
と
学
科
統
合
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
大
学
部
と
専
門
部
で
は
基
づ
く
法
令
が
異
な
る
た
め
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
部
の
学
部
は
大
学
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、

入
学
資
格
は
原
則
と
し
て
大
学
予
科
修
了
者
ま
た
は
高
等
学
校
高
等
科
卒
業
者

で
、
専
門
部
卒
業
者
も
入
学
し
て
い
る
。
学
部
卒
業
者
に
は
「
経
済
学
士
」

「
法
学
士
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
三
年
制
の
予
科
第
一
部
で
は

中
学
校
第
四
学
年
修
了
者
に
、
二
年
制
の
第
二
部
で
は
中
学
校
卒
業
者
に
入
学

が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
学
部
入
学
時
は
早
く
て
も
満
一
九
歳
と
な
る
。
昭
和
一

六
年
四
月
入
学
の
学
生
が
所
蔵
し
て
い
た
「
専
修
大
学
入
学
案
内
」
に
よ
れ

ば
、
学
部
の
特
典
に
「
教
練
検
定
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ハ
幹
部
候
補
生
ニ
優
先
採

用
セ
ラ
ル
」「
在
学
中
ノ
学
生
ハ
兵
役
法
第
四
十
一
条
ノ
特
典
ヲ
受
ケ
、
満
二

十
五
歳
迄
徴
集
ヲ
延
期
セ
ラ
ル
」
と
明
記
さ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
徴
集
延
期
が

大
学
進
学
を
決
め
る
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
一
六
年
一
〇
月
に
「
大
学
学
部
等
ノ
在
学
年
限
又
ハ
修
業
年
限
ノ
昭
和

十
六
年
度
臨
時
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
」
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四

二
）
三
月
卒
業
予
定
者
は
前
年
一
二
月
、
つ
ま
り
三
ヶ
月
の
繰
り
上
げ
卒
業
と

さ
れ
た
。
以
後
も
終
戦
ま
で
修
業
年
限
の
短
縮
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
次
頁

の
【
表
１
】
は
昭
和
一
七
年
卒
業
組
か
ら
昭
和
二
〇
年
卒
業
組
ま
で
の
標
準
的

な
進
級
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
だ
が
、
学
部
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
一
七
年

度
に
全
学
年
で
修
業
期
間
の
六
ヶ
月
短
縮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ

の
た
め
、
入
学
年
度
に
よ
っ
て
ど
の
学
年
で
短
縮
さ
れ
た
か
が
異
な
り
、
新
入

学
の
時
期
も
一
年
生
が
進
級
す
る
時
期
と
並
行
す
る
た
め
、
昭
和
一
七
年
四

月
、
同
一
〇
月
、
昭
和
一
八
年
一
〇
月
、
昭
和
一
九
年
一
〇
月
と
な
っ
た
。

　

一
方
の
専
門
部
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
入
学
資
格

は
基
本
的
に
中
学
校
卒
業
者
で
、
早
け
れ
ば
満
一
七
歳
で
入
学
し
た
。
た
だ

し
、
卒
業
し
て
も
学
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
学
部
生
よ
り
も
徴
集

延
期
で
き
る
年
限
が
短
い
。【
表
１
】
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
専
門
部
で

は
第
二
学
年
ま
で
は
各
一
年
間
の
修
業
期
間
を
と
り
、
第
三
学
年
で
半
年
に
短

縮
さ
れ
九
月
卒
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
部
と
は
異
な
り
、
専
門

部
の
新
入
学
時
期
は
毎
年
四
月
で
、
い
ず
れ
の
年
度
も
一
〇
月
か
ら
翌
年
三
月

ま
で
三
年
生
が
不
在
と
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
大
学
内
に
お
け
る
同
じ
入
学
・
卒
業
時
期
で
も
学
部

か
専
門
部
か
に
よ
っ
て
進
級
時
期
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
昭
和
一
六
年

四
月
に
入
学
し
た
学
生
が
専
門
部
・
学
部
と
も
に
昭
和
一
八
年
九
月
に
卒
業
を



― 51 ―

《研究ノート》専修大学と学徒出陣の時代

迎
え
て
い
る
。
学
徒
出
陣
が
実
施
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
八
年
一
二
月
で
あ
る

が
、
学
部
で
は
同
年
一
〇
月
に
新
入
生
が
入
学
し
、
一
年
生
と
二
年
生
が
そ
れ

ぞ
れ
進
級
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
専
門
部
で
は
三
年
生
が
九
月
に
卒
業
し
た

後
に
在
籍
し
て
い
た
の
は
一
年
生
と
二
年
生
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
狭

義
的
に
「
学
徒
出
陣
」
を
表
現
す
る
際
に
は
昭
和
一
八
年
九
月
の
繰
り
上
げ
卒

業
生
を
含
ま
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
戦
前
の
専
修
大
学
で
は
最
多
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
お
り
、
同
時
期
に
大
量
募
集
さ
れ
た
海
軍
第
一
三
期
飛
行
科
予
備

学
生
や
新
設
の
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
に
採
用
さ
れ
、
急
造
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
戦
死
し
た
者
も
多
い
。

（
４
）
文
部
省
に
よ
る
「
名
簿
」
作
成
の
指
示

　

学
徒
出
陣
が
決
ま
る
と
文
部
省
は
度
々
そ
の
対
象
と
な
る
学
徒
の
取
扱
や
学

校
側
の
対
応
に
つ
い
て
大
学
に
通
達
を
出
し
て
お
り
、
専
修
大
学
に
残
る
「
名

簿
」
も
文
部
省
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
九
日
付
で
、
文
部
次
官
よ
り
出
さ
れ
た
通
牒
「
昭
和

十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
ヲ
受
ク
ベ
キ
学
生
生
徒
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
次

の
五
項
目
よ
り
な
る
。

一 

、
入
営
又
ハ
入
団
ニ
至
ル
迄
ハ
本
人
ノ
便
宜
ヲ
特
ニ
考
慮
ノ
上
重
点
的

ニ
教
育
ヲ
為
ス
コ
ト

二 
、
入
営
又
ハ
入
団
ノ
学
生
生
徒
ニ
対
シ
テ
ハ
服
役
期
間
中
休
学
ノ
取
扱

ヲ
ナ
シ
其
ノ
学
年
修
了
、
卒
業
、
復
学
等
ニ
関
シ
テ
ハ
左
ニ
依
ル
コ
ト

（
イ 

）
大
学
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
（
之
ニ
準
ズ
ベ
キ
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学
校
ヲ
含
ム
）
ノ
学
生
生
徒
ニ
シ
テ
明
年
九
月
卒
業
ノ
見
込
ア

リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
者
ニ
付
テ
ハ
、
本
年
十
一
月
ニ
於
テ
仮
卒
業

証
書
又
ハ
仮
修
了
証
書
等
ヲ
授
与
シ
明
年
九
月
ニ
於
テ
卒
業
又

ハ
修
了
セ
シ
ム
ル
コ
ト

右
学
生
生
徒
ニ
対
シ
テ
ハ
除
隊
帰
還
後
ニ
於
テ
実
力
涵
養
ノ
タ

メ
特
別
ノ
課
程
（
仮
称
補
修
科
）
ヲ
設
ケ
補
講
ヲ
ナ
ス
コ
ト
、

補
講
ノ
期
間
ハ
概
ネ
十
月
ト
シ
之
ガ
修
了
者
ニ
対
シ
テ
ハ
修
了

証
書
ヲ
授
与
ス
ル
コ
ト
、
尚
補
講
ニ
必
要
ナ
ル
諸
施
設
ニ
付
テ

ハ
本
省
ニ
於
テ
万
全
ノ
策
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

（
ロ 

）
前
号
以
外
ノ
学
生
生
徒
ニ
対
シ
テ
ハ
大
学
学
生
ニ
在
リ
テ
ハ
学

籍
ハ
現
在
ノ
侭
ト
シ
、
除
隊
帰
還
後
ノ
復
学
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
時

期
ニ
拘
ラ
ズ
原
学
年
ニ
復
シ
修
学
セ
シ
メ
大
学
予
科
、
高
等
学

校
、
専
門
学
校
生
徒
ニ
在
リ
テ
ハ
本
年
十
一
月
当
該
学
年
修
了

ノ
取
扱
ヲ
ナ
シ
除
隊
帰
還
後
ノ
復
学
ニ
付
テ
ハ
上
級
学
年
ニ
於

テ
修
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
但
シ
其
ノ
時
期
並
ニ
本
人
ノ
希
望
ニ

依
リ
テ
ハ
原
学
年
ニ
復
シ
修
学
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
コ
ト

三
、
前
項
休
学
期
間
中
ノ
授
業
料
等
ハ
之
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト

　

学
校
報
国
団
費
ニ
付
テ
ハ
可
成
右
ニ
準
ズ
ル
コ
ト

四 

、
入
営
又
ハ
入
団
ノ
学
生
生
徒
ニ
付
テ
ハ
学
籍
簿
ノ
外
、
別
ニ
学
部
、

学
科
、
学
年
別
ニ
入
営
期
日
、
入
営
部
隊
名
等
ヲ
記
載
シ
タ
ル
徴
集
者

名
簿
ヲ
作
製
シ
置
ク
コ
ト

五
、
本
件
ハ
学
則
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
之
ヲ
実
施
ス
ベ
キ
コ
ト

　

専
修
大
学
で
は
翌
二
〇
日
に
受
領
、
小
泉
総
長
以
下
理
事
に
回
覧
さ
れ
、
赤

線
が
引
か
れ
た
り
メ
モ
が
書
き
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
重
要
な
通
牒
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
第
二
項
目
と
第
四
項
目
で
、
前
者
は
仮
卒
業

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。「
仮
卒
業
」
と
は
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
の
学
徒

出
陣
で
休
学
す
る
学
生
の
う
ち
、
明
年
九
月
に
卒
業
見
込
み
の
あ
る
学
部
三
年

生
と
専
門
部
二
年
生
を
対
象
に
認
定
さ
れ
た
。
通
牒
に
は
除
隊
帰
還
後
に
「
補

講
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
と
あ
る
が
実
施
し
た
学
校
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
仮
卒
業
で
卒

業
し
た
学
生
は
実
質
的
に
一
年
七
ヶ
月
程
し
か
大
学
に
通
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
項
目
は
、
通
常
作
成
す
る
「
学
籍
簿
」
の
ほ
か
に
、
学
徒
出
陣
の
対
象

と
な
っ
た
学
生
の
入
営
日
・
入
団
日
や
部
隊
名
を
記
載
し
た
名
簿
を
別
途
作
成

せ
よ
と
の
指
示
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
専
修
大
学
で
は
学
生
に
は
一

〇
月
一
六
日
か
ら
帰
郷
し
、
受
検
後
は
そ
の
ま
ま
郷
里
に
残
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。
学
生
に
は
徴
兵
検
査
に
合
格
し
た
場
合
に
通
知
す
る
よ
う
告
知
し
て
い

た
が
、
文
部
省
の
指
示
は
一
九
日
付
で
届
い
て
お
り
、
仮
卒
業
の
手
続
き
や
名

簿
の
作
成
に
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
５
）「
名
簿
」
の
体
裁

　

現
在
、
専
修
大
学
に
残
る
名
簿
は
、
学
部
（
一
年
生
〜
三
年
生
）
が
昼
間
部

と
夜
間
部
で
二
冊
、
専
門
部
（
一
年
生
・
二
年
生
）
が
昼
間
部
と
夜
間
部
で
二

冊
の
計
四
冊
で
あ
る
。
予
科
分
の
所
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
四
冊
は
い
ず

れ
も
Ｂ
４
の
専
修
大
学
罫
紙
（
縦
）
を
二
つ
折
り
に
し
て
綴
じ
ら
れ
、
表
紙
を
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開
く
と
、
作
成
当
初
に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
表
紙
が
そ
の
ま
ま
綴
じ
ら
れ

て
い
る
。
旧
タ
イ
ト
ル
は
「
昭
和
十
八
年
十
一
月　

学
部
（
専
門
部
）
入
営
部

隊
名
々
簿　

昼
（
夜
）　

教
務
部
」
で
、
そ
の
手
前
に
「
昭
和
十
八
年
十
二

月　

学
部
（
専
門
部
）
学
徒
動
員
名
簿　

昼
（
夜
）」
と
い
う
題
箋
の
あ
る
表

紙
が
付
さ
れ
た
。
文
部
省
の
指
示
を
受
け
て
、
教
務
部
が
一
一
月
に
名
簿
を
作

成
し
始
め
、
最
終
的
に
「
学
徒
動
員
名
簿
」
と
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

記
入
す
る
項
目
は
、
上
か
ら
順
に
入
営
期
日
・
入
営
部
隊
名
・
休
学
年
月

日
・
仮
卒
有
無
・
本
籍
・
氏
名
・
備
考
の
七
つ
で
あ
る
。「
附
記　

一
、
上
記

欄
外
の
割
印
は
本
卒
業
証
書
の
割
印
で
備
考
欄
の
割
印
は
仮
卒
業
証
書
の
割
印

で
す
。」
と
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
上
部
欄
外
に
本
卒
業
証
書
、
備
考
欄
に
仮

卒
業
証
書
の
割
印
が
押
印
さ
れ
、
備
考
欄
に
は
更
に
「
学
籍
簿
」
に
記
入
済
の

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。「
名
簿
」
に
は
学
徒
出
陣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
学
生
だ
け

で
な
く
、
残
留
し
た
学
生
の
名
前
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し

て
昭
和
一
八
年
一
一
月
時
点
で
学
部
・
専
門
部
に
在
籍
し
た
学
生
の
名
前
が
全

て
判
明
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

名
簿
の
タ
イ
ト
ル
や
記
載
す
る
項
目
に
対
し
て
は
文
部
省
よ
り
統
一
す
る
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
各
大
学
で
名
称
や
設
定
さ
れ
た
項
目

が
異
な
る
。
明
治
大
学
で
は
「
陸
海
軍
部
隊
入
隊
入
団
記
録
」
と
題
さ
れ
た
三

冊
に
三
三
二
八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
専
修
大
学
が
主
に
昭
和
一
八
年
一
二

月
時
点
に
お
け
る
状
況
を
記
録
し
て
い
る
の
に
対
し
、
明
治
大
学
で
は
以
後
昭

和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
六
月
ま
で
適
宜
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

拓
殖
大
学
で
は
「
臨
時
徴
兵
検
査
受
検
入
営
及
入
団
者
名
簿
」
、
東
京
商
科

大
学
（
現
一
橋
大
学
）
で
は
「
東
京
商
科
大
学
入
隊
者
名
簿
」
、
立
教
大
学

で
は
「
入
営
学
生
簿
」
、
立
命
館
大
学
で
は
「
主
に
学
徒
出
陣
者
・
兵
役
休

学
者
イ
ロ
ハ
名
簿
」
が
現
在
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。

２
．「
学
徒
動
員
名
簿
」
の
分
析

（
１
）
学
部
・
学
科
別

　

こ
こ
で
は
、「
名
簿
」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
徒
出
陣
の
時
期
に

専
修
大
学
で
は
何
名
の
学
生
が
在
籍
し
、
そ
の
内
の
何
名
が
実
際
に
学
徒
出
陣

で
入
営
・
入
団
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

そ
の
前
に
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月
二
四
日
に
専
修
大
学
が
文

部
省
に
提
出
し
た
調
書
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
調
書
に
よ
れ
ば
、
学

徒
出
陣
し
た
の
は
経
済
学
部
一
二
五
五
名
中
一
〇
〇
四
名
、
法
学
部
三
八
〇
名

中
二
八
二
名
で
、
学
部
合
計
一
六
三
五
名
中
一
二
八
六
名
（
七
九
％
、
小
数
点

以
下
は
四
捨
五
入
）、
専
門
部
は
四
学
科
合
計
一
五
〇
七
名
中
七
七
一
名
（
五

一
％
）
と
、
以
下
で
検
討
す
る
「
名
簿
」
の
分
析
結
果
と
開
き
が
出
て
い
る
。

学
徒
出
陣
し
て
い
る
の
に
「
名
簿
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
い
く
つ

か
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
書
の
人
数
が
実
態
に
近
い
と
の
推
測
も
で
き
る

が
、
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
改
め
て
「
名
簿
」
の
内
容
を
分
析
す
る
。【
表
２
】
に
よ
れ
ば
、
予

科
を
除
く
大
学
全
体
で
は
在
学
者
三
二
七
五
名
の
う
ち
学
徒
出
陣
し
た
の
は
一

五
七
七
名
で
、
約
半
数
の
四
八
％
と
な
る
。
学
部
・
専
門
部
別
に
み
る
と
、

学
部
在
学
生
が
一
五
八
八
名
中
九
六
八
名
（
六
一
％
）、
専
門
部
在
学
生
が
一
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六
八
七
名
中
六
〇
九
名
（
三
六
％
）。
学
部
生
の
比
率
が
高
い
の
は
、
前
述
し

た
通
り
入
学
資
格
に
違
い
が
あ
り
、
専
門
部
に
比
べ
て
学
部
在
学
生
全
体
の
平

均
年
齢
が
高
い
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

　

学
年
別
に
み
て
も
、
専
門
部
一
年
生
八
〇
八
名
中
一
七
九
名
（
二
二
％
）、

二
年
生
八
七
九
名
中
四
三
〇
名
（
四
九
％
）
と
、
一
学
年
上
が
る
と
倍
以
上
の

割
合
で
学
徒
出
陣
し
た
学
生
が
増
え
て
い
る
。
学
部
に
つ
い
て
も
一
年
生
六
四

七
名
中
三
四
〇
名
（
五
三
％
）、
二
年
生
五
八
〇
名
中
三
七
七
名
（
六
五
％
）、

三
年
生
三
六
一
名
中
二
五
一
名
（
七
〇
％
）
と
、
専
門
部
ほ
ど
の
大
差
は
な
い

に
せ
よ
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
年
齢

に
よ
る
上
級
生
の
学
徒
出
陣
率
の
高
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
昼
間
部
と
夜
間
部
を
比
較
し
た
い
。
専
門
部
は
昼
間
部
学
生
六
四
一

名
中
二
一
二
名
（
三
三
％
）、
夜
間
部
一
〇
四
六
名
中
三
九
七
名
（
三
八
％
）、

学
部
は
昼
間
部
学
生
八
五
四
名
中
五
一
七
名
（
六
一
％
）、
夜
間
部
七
三
四
名

中
四
五
一
名
（
六
一
％
）
で
あ
る
。
専
門
部
は
夜
間
部
が
や
や
多
い
傾
向
に
あ

る
が
、
学
年
別
に
比
べ
る
と
大
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
夜
間
部
に
は
昼
間

働
い
て
い
る
学
生
も
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
平
均
年
齢
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
学
徒
出
陣
の
割
合
と
し
て
み
た
場
合
に
そ
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
学
部
・
学
科
別
に
比
較
し
て
も
大
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

学
部
科
・
学
年
・
昼
夜
間
部
別
と
複
合
的
に
み
る
と
、
学
徒
出
陣
の
割
合
が

圧
倒
的
に
少
な
い
の
は
昼
間
専
門
部
一
年
生
で
あ
る
。
法
科
の
二
四
％
は
飛
び

抜
け
て
い
る
が
、
残
る
三
学
科
は
い
ず
れ
も
一
割
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
約
七

割
に
達
す
る
の
が
夜
間
の
両
学
部
三
年
生
と
昼
間
経
済
学
部
三
年
生
、
そ
し
て
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専
門
部
で
多
い
の
が
昼
間
計
理
科
二
年
生
で
、
七
〇
名
中
四
七
名
（
六
七
％
）

が
学
徒
出
陣
し
て
い
る
。

（
２
）
陸
軍

　

次
に
、
学
徒
出
陣
者
の
軍
隊
に
お
け
る
進
路
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。「
名

簿
」
に
は
「
入
営
部
隊
名
」
欄
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
陸
軍
で
あ
れ
ば
ど
の
部

隊
に
入
営
し
た
か
、
海
軍
で
あ
れ
ば
ど
の
海
兵
団
に
入
団
し
た
か
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
中
に
は
不
明
者
が
二
七
名
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
五
四
九
名
を
基

に
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
五
四
九
名
の
う
ち
陸
軍
が
一
一
一
三
名
、
海
軍
が
四
三
六
名
で
、
比
率
は

七
二
％
と
二
八
％
と
な
る
。
日
本
陸
海
軍
全
体
の
兵
力
を
み
た
と
き
、
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
時
点
で
は
陸
軍
約
二
三
万
に
対
し
て
海
軍
約
九
万
、
昭
和
二

〇
年
（
一
九
四
五
）
時
点
で
は
陸
軍
約
五
四
七
万
に
対
し
て
海
軍
約
二
四
二
万

と
、
概
ね
陸
軍
と
海
軍
の
割
合
が
七
割
と
三
割
で
あ
り
、
専
修
大
学
の
場
合

も
全
体
の
傾
向
と
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
徒
出
陣
で
陸
軍
に
入
隊
し
た
学
生
は
、
ま
ず
各
地
の
原
隊
に
入
り
、
内
務

班
を
単
位
と
す
る
三
ヶ
月
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。【
表
３
】
の
入
営
先
の

内
訳
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に
東
部
軍
管
区
の
部
隊
が
多
い
。「
東
部
第
○
○
部

隊
」
と
い
う
の
は
通
称
号
で
、
例
え
ば
東
部
第
二
二
部
隊
は
仙
台
の
歩
兵
第
四

連
隊
を
表
す
。
原
則
と
し
て
本
籍
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
連
隊
区
単
位
で
、
北

部
軍
・
東
部
軍
・
中
部
軍
・
西
部
軍
管
区
の
部
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
ら
れ

た
。
た
だ
し
、
参
謀
本
部
に
直
属
す
る
暁
部
隊
（
船
舶
司
令
部
、
広
島
県
宇
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品
）
に
は
主
に
東
部
軍
管
区
、
朝
鮮
軍
に
は
主
に
東
京
・
神
奈
川
に
本
籍
の
あ

る
学
生
が
入
隊
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
部
隊
を
加
え
る
と
、
東
部
軍
管
区
内

で
徴
兵
検
査
を
受
け
て
入
隊
し
た
学
徒
出
陣
組
は
合
計
六
七
三
名
と
な
り
、
専

修
大
学
で
は
関
東
・
南
東
北
・
北
陸
・
長
野
方
面
か
ら
の
入
学
生
が
半
数
を
占

め
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

専
修
大
学
か
ら
入
営
し
た
学
生
が
多
い
部
隊
は
、
東
部
第
六
部
隊
（
東
京
赤

坂
、
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
、
四
五
名
）
や
東
部
第
六
三
部
隊
（
甲
府
、
歩
兵
第

四
九
連
隊
、
四
一
名
）
な
ど
陸
軍
の
主
要
兵
科
と
な
る
歩
兵
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
最
も
多
い
の
は
千
葉
県
柏
市
に
あ
っ
た
東
部
第
一
〇
二
部
隊
（
第
一

航
空
軍
第
四
航
空
教
育
隊
）
で
四
七
名
が
入
営
し
て
い
る
。
戦
局
が
悪
化
す

る
な
か
で
学
徒
兵
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
飛
行
機
や
特
攻
兵
器
の
操
縦
者
、
軍

隊
教
育
の
な
か
の
普
通
学
教
官
、
下
級
指
揮
官
、
経
理
部
将
校
・
主
計
科
士
官

と
し
て
の
役
割
で
あ
り
、
航
空
兵
力
の
増
強
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
人
材
養
成

が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
。

　

陸
軍
に
入
隊
し
た
学
徒
兵
は
、
初
年
兵
教
育
を
終
え
る
と
幹
部
候
補
生
の
試

験
を
受
け
る
者
が
多
い
。
幹
部
候
補
生
と
は
中
等
学
校
以
上
の
学
校
教
練
の
検

定
合
格
者
な
ど
に
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
た
特
権
的
制
度
で
、
兵
科
の
ほ
か
技

術
部
、
経
理
部
、
衛
生
部
、
獣
医
部
の
各
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
各
部
は
兵

科
に
合
格
し
た
者
か
ら
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
業
を
取
得
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
経
済
学
部
の
あ
る
専
修
大
学
で
も
経
理
部
幹
部
候
補
生

に
採
用
さ
れ
た
事
例
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。
昼
間
は
法
政
大
学
法
学
部

に
、
夜
間
は
専
修
大
学
経
済
学
部
に
通
っ
て
い
た
小
牧
治
市
氏
（
昭
和
二
三
年

経
済
学
部
卒
）
は
、
経
理
部
の
試
験
で
「
一
、
緊
急
勅
令
に
つ
い
て
記
述
せ
よ

　

二
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
記
述
せ
よ
」
の
二
つ
が
出
題
さ
れ
、
前

者
に
は
法
学
の
知
識
が
、
後
者
に
は
経
済
学
の
知
識
が
幸
い
し
て
合
格
で
き
た

と
い
う
。

　

幹
部
候
補
生
に
採
用
さ
れ
た
者
は
甲
種
と
乙
種
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
少
尉

候
補
者
に
、
後
者
は
下
士
官
候
補
者
と
な
っ
た
。
甲
種
幹
部
候
補
生
と
な
っ
た

学
徒
兵
は
、
各
兵
科
（
歩
兵
・
砲
兵
・
通
信
兵
な
ど
）
に
応
じ
て
予
備
士
官
学

校
や
経
理
学
校
に
入
学
す
る
。
こ
の
時
期
は
卒
業
を
待
た
ず
に
戦
地
へ
出
征
し

た
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
現
地
で
卒
業
扱
い
と
な
り
見
習
士
官
に
任
命
さ
れ

た
。
専
門
部
経
済
科
一
年
生
で
学
徒
出
陣
し
た
桑
原
喜
久
治
氏
（
昭
和
二
三
年

専
門
部
政
経
科
卒
）
は
、
仙
台
の
東
部
第
二
二
部
隊
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
、

甲
種
幹
部
候
補
生
と
な
っ
て
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
に
仙
台
陸
軍
予

備
士
官
学
校
に
入
校
し
た
。
内
務
班
で
は
古
年
兵
が
自
分
達
よ
り
先
に
昇
進
す

る
学
徒
兵
を
い
じ
め
の
対
象
と
す
る
た
め
、
桑
原
氏
も
東
部
第
二
二
部
隊
を
出

る
際
「
我
等
を
幹
候
幹
候
と
目
の
敵
に
し
て
事
あ
る
毎
に
い
び
る
連
中
と
接

触
」
が
な
く
な
り
安
堵
し
た
と
い
う
。
予
備
士
官
学
校
在
学
中
に
南
方
転
属

と
な
り
、
翌
年
二
月
末
日
に
マ
レ
ー
半
島
の
ポ
ー
ト
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
到
着
し

た
。
こ
の
地
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
て
見
習
士
官
に
任
官
し
、
南
方
総
軍
所
属
の

小
隊
長
と
し
て
終
戦
を
迎
え
て
い
る
。

　

陸
軍
で
は
幹
部
候
補
生
の
ほ
か
に
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
特
操
）
の
採
用
も

実
施
し
て
い
る
。
特
操
と
は
、
早
急
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
、
基
本
的
に
高
等
学
校
以
上
に
在
学
し
て
い
た
学
徒
を
対
象
と
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し
て
い
た
。
昭
和
一
八
年
一
〇
月
に
各
陸
軍
飛
行
学
校
に
属
す
る
飛
行
隊
に
第

一
期
生
が
入
隊
、
学
徒
出
陣
組
を
対
象
と
し
た
試
験
は
昭
和
一
九
年
二
月
に
実

施
さ
れ
た
第
二
期
特
操
と
な
る
。
前
出
の
中
村
清
吉
氏
は
東
部
第
一
九
九
三
部

隊
入
隊
後
、
立
川
の
飛
行
場
で
目
隠
し
で
直
線
を
歩
く
な
ど
身
体
能
力
の
試
験

を
受
け
て
第
二
期
特
操
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
一
九
年
三
月
宇
都
宮
陸
軍
飛
行
学

校
に
入
校
し
た
。
卒
業
後
は
北
支
那
派
遣
軍
に
配
属
さ
れ
、
重
爆
撃
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
し
て
朝
鮮
半
島
や
日
本
を
往
復
し
た
。

（
３
）
海
軍

　

次
に
、
学
徒
出
陣
で
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
海
軍
に
入
隊
し
た
四
三

八
名
の
進
路
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
海
軍
で
も
本
籍
地
に
よ
っ
て
鎮
守
府
が

振
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
兵
団
に
入
団
し
、
二
等
水
兵
と
し
て

約
二
ヶ
月
間
の
新
兵
教
育
を
受
け
た
。【
表
４
】
を
み
る
と
、
専
修
大
学
で
多

い
の
は
横
須
賀
鎮
守
府
の
横
須
賀
海
兵
団
一
〇
六
名
と
横
須
賀
第
二
海
兵
団
一

五
二
名
で
、
合
せ
て
二
五
八
名
と
海
軍
入
隊
者
の
半
数
以
上
を
占
め
る
。
横
須

賀
鎮
守
府
に
属
す
る
の
は
北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
新
潟
県
に
本
籍
の
あ
る
者

と
さ
れ
、
関
東
近
郊
の
学
生
が
多
い
専
修
大
学
の
傾
向
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

下
級
指
揮
官
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
育
成
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
海
軍
も
同
様

で
、
予
備
学
生
に
採
用
さ
れ
る
学
徒
兵
が
多
か
っ
た
。
海
軍
予
備
学
生
と
は
約

一
年
間
の
教
育
で
少
尉
に
任
官
で
き
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
・
大
学
予
科
、
高

等
学
校
・
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
受
検
資
格
が
与
え
ら
れ
た
特
権
的
制
度

で
あ
る
。
学
徒
出
陣
組
の
新
兵
教
育
が
始
ま
っ
て
約
一
週
間
後
、
各
海
兵
団
に

お
い
て
予
備
学
生
の
試
験
が
実
施
さ
れ
、
合
格
者
は
飛
行
科
（
第
一
四
期
）、

兵
科
（
第
四
期
）、
主
計
科
（
第
一
一
期
）
に
分
け
ら
れ
た
。
専
修
大
学
か
ら

採
用
さ
れ
た
の
は
第
一
四
期
飛
行
科
予
備
学
生
が
八
四
名
、
第
四
期
兵
科
予
備

学
生
が
九
一
名
で
あ
る
。

　

飛
行
科
予
備
学
生
に
採
用
さ
れ
た
学
徒
兵
は
各
海
兵
団
で
新
兵
教
育
を
受
け

た
の
ち
、
昭
和
一
九
年
二
月
、
土
浦
航
空
隊
ま
た
は
鹿
児
島
航
空
隊
へ
そ
れ
ぞ

れ
入
隊
し
た
。
両
航
空
隊
で
の
基
礎
教
程
が
終
わ
る
と
、
次
の
中
間
練
習
機
教

育
を
受
け
る
た
め
、
五
月
に
は
谷
田
部
・
詫
間
・
鹿
島
な
ど
の
各
練
習
航
空
隊
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に
入
隊
し
、
九
月
末
頃
さ
ら
に
各
地
の
航
空
隊
へ
配
属
さ
れ
、
一
二
月
に
海
軍

少
尉
に
任
官
し
た
。
昭
和
一
八
年
九
月
に
専
門
部
法
科
を
繰
り
上
げ
卒
業
し
て

法
学
部
に
進
学
し
て
い
た
阿
部
恒
夫
氏
は
一
年
生
で
学
徒
出
陣
と
な
り
、
横
須

賀
第
二
海
兵
団
（
の
ち
武
山
海
兵
団
）
に
入
団
し
た
。
第
一
四
期
飛
行
科
予
備

学
生
に
採
用
さ
れ
、
操
縦
専
修
と
し
て
土
浦
航
空
隊
に
入
隊
、
第
一
二
分
隊
の

一
員
と
し
て
基
礎
教
程
を
受
け
、
続
く
中
練
術
科
で
は
博
多
航
空
隊
、
最
終
的

に
は
松
島
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
阿
部
氏
は
九
州
の
出
水
航
空
隊
で
米
国
戦

闘
機
グ
ラ
マ
ン
の
空
襲
に
あ
い
、「
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
わ
れ
」
な
い
光
景

を
目
に
し
た
と
い
う
。

　

兵
科
予
備
学
生
に
採
用
さ
れ
た
学
徒
兵
は
、
対
潜
班
な
ど
の
一
部
を
除
い
て

武
山
海
兵
団
に
集
め
ら
れ
、
昭
和
一
九
年
二
月
よ
り
教
育
部
学
生
隊
と
し
て
基

礎
教
育
を
受
け
た
。
基
礎
教
程
が
終
わ
る
と
術
科
教
程
へ
進
む
た
め
艦
艇
班
・

陸
戦
班
・
通
信
班
な
ど
に
振
り
分
け
ら
れ
、
七
月
中
旬
そ
れ
ぞ
れ
の
術
科
学
校

へ
入
学
、
一
二
月
二
五
日
付
で
海
軍
少
尉
に
任
官
し
、
実
施
部
隊
へ
と
配
属
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
前
出
の
原
田
稔
氏
は
法
学
部
三
年
生
で
学
徒
出
陣
と
な
り
大

竹
海
兵
団
に
入
団
し
た
。
第
四
期
兵
科
予
備
学
生
に
採
用
さ
れ
、
武
山
海
兵
団

で
基
礎
教
育
を
受
け
た
の
ち
陸
戦
班
に
振
り
分
け
ら
れ
千
葉
県
の
館
山
海
軍
砲

術
学
校
に
入
校
、
舞
鶴
鎮
守
府
第
一
特
別
陸
戦
隊
に
配
属
さ
れ
て
海
南
島
へ
到

着
し
、
小
隊
長
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。
原
田
氏
に
よ
れ
ば
、
予
備
学
生
の
面

接
試
験
で
は
戦
争
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
、
日
本
の
国
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

に
つ
い
て
聞
か
れ
、
筆
記
の
試
験
用
紙
は
巻
紙
み
た
い
に
長
い
も
の
だ
っ
た
と

い
う
。

３
．
課
題
と
し
て
の
戦
没
者
お
よ
び
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学
徒
兵
調
査

（
１
）
戦
没
者
調
査

　

創
立
一
三
〇
年
を
機
に
編
纂
さ
れ
た
『
専
修
大
学
の
歴
史
』
で
は
、
比
較
的

ま
と
ま
っ
て
い
る
海
軍
航
空
隊
関
係
の
戦
没
者
と
特
攻
隊
員
の
史
料
を
手
が
か

り
に
学
徒
兵
の
被
害
に
関
す
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の
本
格

的
な
調
査
は
実
施
で
き
て
い
な
い
。「
名
簿
」
に
は
数
ヶ
所
に
戦
死
の
情
報
が

加
筆
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
学
徒
出
陣
組
に
お
け
る
戦
没
者
の
全
貌
は
不
明
で

あ
る
。
戦
後
大
学
に
復
学
・
卒
業
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
「
学
籍
簿
」
で
知
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
在
学
の
ま
ま
戦
死
し
た
学
生
や
復
員
し
て
も
復
学
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
退
学
扱
い
と
な
っ
た
学
生
に
関
す
る
記
録
は
乏
し
い
。
戦
後
七

〇
年
を
経
た
今
日
で
は
個
人
情
報
公
開
の
制
約
や
関
係
者
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
以
前
に
比
べ
て
一
層
調
査
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。

　

学
徒
兵
が
急
造
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
だ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
経
済
学

部
二
年
生
で
学
徒
出
陣
し
た
佐
藤
光
男
氏
は
海
軍
第
一
四
期
飛
行
科
予
備
学
生

に
採
用
さ
れ
特
攻
隊
と
し
て
戦
死
し
た
一
人
で
あ
る
。
最
終
的
に
谷
田
部
航
空

隊
に
配
属
さ
れ
た
佐
藤
氏
は
、
第
四
昭
和
隊
と
し
て
沖
縄
決
戦
の
菊
水
三
号
作

戦
に
参
加
し
た
。
出
撃
地
と
な
る
鹿
屋
基
地
に
向
け
て
飛
び
立
つ
前
日
の
昭
和

二
〇
年
（
一
九
四
五
）
四
月
一
一
日
か
ら
、
特
攻
出
撃
に
至
る
一
六
日
の
朝
ま

で
に
記
さ
れ
た
彼
の
日
記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
心
情
の
一
面
を
知
る
事
が

で
き
る
。
海
軍
で
は
第
一
四
期
飛
行
科
予
備
学
生
八
四
名
中
六
名
、
第
四
期

兵
科
九
一
名
中
八
名
の
戦
死
学
徒
兵
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は

専
修
大
学
に
関
係
す
る
戦
死
者
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
更
な
る
調
査
が
必
要
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《研究ノート》専修大学と学徒出陣の時代

で
あ
る
。

（
２
）
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学
徒
兵
調
査

　

急
務
で
あ
っ
た
兵
士
補
充
の
た
め
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
一
日

に
は
朝
鮮
に
徴
兵
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
施
前
の
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
一
月
二
〇

日
に
は
「
特
別
志
願
」
と
い
う
名
目
で
朝
鮮
半
島
や
台
湾
出
身
者
の
学
徒
出
陣

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
徴
兵
適
齢
期
を
過
ぎ
た
者
ま

た
は
適
齢
者
の
文
科
系
学
生
と
さ
れ
、
専
修
大
学
在
籍
の
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学

徒
も
例
外
で
は
な
く
、「
名
簿
」
に
そ
の
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
志
願
し
な
い

学
生
に
対
し
て
は
自
発
的
に
休
学
ま
た
は
退
学
す
る
様
慫
慂
す
る
こ
と
、
願
い

出
な
い
場
合
は
学
則
に
拘
わ
ら
ず
休
学
を
命
ず
る
よ
う
に
文
部
省
よ
り
指
示
が

出
さ
れ
た
。
２
の
（
１
）
で
取
り
上
げ
た
文
部
省
提
出
の
調
書
を
み
る
と
、

朝
鮮
・
台
湾
出
身
者
の
学
生
数
と
そ
の
う
ち
の
何
名
が
「
特
別
志
願
」
し
た
か

を
文
部
省
に
報
告
し
て
お
り
、
学
徒
出
陣
に
応
じ
な
か
っ
た
学
生
が
い
た
こ

と
に
も
注
目
で
き
る
。

　

戦
後
、
朝
鮮
人
学
徒
兵
が
組
織
し
た
一
・
二
〇
同
志
会
は
『
一
・
二
〇
学
兵

史
記
』
全
四
冊
を
刊
行
し
て
お
り
、
第
四
巻
に
所
収
さ
れ
た
「
一
・
二
〇
学
徒

兵
名
録
」
に
は
計
七
一
名
の
専
修
大
学
出
身
者
が
記
載
さ
れ
、
う
ち
二
名
の

手
記
を
翻
訳
し
『
資
料
集
』
で
紹
介
し
た
。
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
学
生
は
当

時
「
創
氏
改
名
」
に
よ
り
日
本
名
を
用
い
て
在
学
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
大

学
に
残
る
資
料
も
合
わ
せ
て
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
専
修
大
学
資
料
集　

第
七
巻　

専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
』
に

所
収
さ
れ
た
「
学
徒
動
員
名
簿
」
の
分
析
を
も
と
に
、
専
修
大
学
と
学
徒
出
陣

に
関
す
る
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
た
。「
名
簿
」
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、

戦
況
悪
化
に
よ
り
兵
力
が
消
耗
す
る
な
か
で
突
如
徴
集
さ
れ
た
学
徒
兵
と
そ
の

供
給
源
と
な
っ
た
大
学
の
姿
が
あ
っ
た
。
専
修
大
学
が
所
蔵
す
る
「
名
簿
」
は

文
部
省
の
指
示
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一

二
月
時
点
で
の
学
徒
出
陣
の
記
録
を
主
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
名
簿
作
成
の
指
示
を
受
け
た
の
は
同
年
一
〇
月
一
九
日
で

あ
り
、
大
学
と
し
て
は
既
に
一
五
日
に
学
内
壮
行
会
を
済
ま
せ
、
同
日
に
は
講

義
終
了
、
学
生
達
に
は
帰
郷
し
て
受
検
後
は
そ
の
ま
ま
郷
里
に
残
る
よ
う
に
通

告
し
た
後
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
名
簿
」
に
よ
れ
ば
、
専
修
大
学
在
学
生
の
う

ち
学
徒
出
陣
し
た
の
は
四
八
％
、
文
部
省
に
提
出
し
た
調
書
に
よ
れ
ば
六
五
％

と
な
る
。
両
者
の
間
で
学
徒
出
陣
者
の
人
数
に
開
き
が
あ
る
の
は
、
時
間
的
余

裕
の
な
い
な
か
で
「
名
簿
」
を
作
成
し
、
あ
く
ま
で
も
判
明
し
た
範
囲
内
で
記

録
し
た
結
果
で
あ
る
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

当
時
の
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
た
学
部
と
専
門
部
で
は
基
づ
く
法
令
が
異
な

り
、
入
学
資
格
や
徴
集
延
期
で
き
る
年
限
、
進
級
す
る
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い

が
あ
っ
た
。「
名
簿
」
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
学
徒
出
陣

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
部
に
比
べ
て
学
部
の
ほ
う
が
学
徒

出
陣
の
割
合
が
高
い
要
因
と
し
て
、
入
学
資
格
の
違
い
に
よ
り
学
部
の
ほ
う
が

全
体
的
に
年
齢
が
高
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
る
れ
る
。
ま
た
、
昼
間
部
と
夜
間
部
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の
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

学
徒
出
陣
し
た
学
生
が
入
隊
し
た
陸
軍
と
海
軍
の
比
率
（
七
二
対
二
八
）

は
、
概
ね
日
本
陸
海
軍
全
体
の
割
合
に
応
じ
て
い
た
。
詳
細
を
み
る
と
、
陸
軍

で
は
東
部
軍
管
区
へ
入
営
、
海
軍
で
は
横
須
賀
鎮
守
府
の
海
兵
団
へ
入
団
し
た

学
生
が
多
く
、
関
東
周
辺
に
本
籍
の
あ
る
学
生
の
在
籍
が
多
か
っ
た
専
修
大
学

の
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
陸
軍
で
は
幹
部
候
補
生
や
特
別
操
縦

見
習
士
官
に
、
海
軍
で
あ
れ
ば
予
備
学
生
に
採
用
さ
れ
、
学
徒
兵
に
期
待
さ
れ

て
い
た
下
級
指
揮
官
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

「
名
簿
」
に
は
戦
没
者
や
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学
徒
出
陣
者
の
記
録
も
散
見
さ

れ
る
が
、
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
専
修
大
学
に
は
朝
鮮
半
島
や
台
湾
出
身
学

生
や
、
満
州
国
や
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
関
す
る
文
書
も
い
く
つ
か
保
存
さ
れ

て
お
り
、
戦
没
者
の
調
査
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

※
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究

（
Ｃ
）「
文
系
私
立
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番

号26370800　

研
究
代
表
者
：
新
井
勝
紘
（
専
修
大
学
史
編
集
副
主
幹
・

元
専
修
大
学
文
学
部
教
授
））
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

1
『
専
修
大
学
史
資
料
集　

第
七
巻　

専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
』（
専
修
大
学

出
版
局　

二
〇
一
五
）。
展
示
は
二
〇
一
五
年
一
一
月
六
日
〜
一
二
月
五
日

ま
で
、
専
修
大
学
生
田
校
舎
九
号
館
一
階
で
開
催
し
た
。
な
お
、
各
大
学
に

お
い
て
は
学
徒
出
陣
七
〇
年
の
二
〇
一
三
年
よ
り
、
戦
争
に
関
す
る
展
示
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
資
料
集
の
刊
行
な
ど
各
種
の
取
組
み
が
な
さ
れ
た
。

2
『
専
修
大
学
百
年
史　

下
巻
』（
専
修
大
学
出
版
局　

一
九
八
一
）、
一
二
九

五
〜
一
二
九
九
頁
。

3
分
析
の
対
象
を
限
定
し
た
た
め
、『
資
料
集
』
お
よ
び
前
掲
『
専
修
大
学
百

年
史　

下
巻
』
の
分
析
結
果
と
多
少
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。

4
用
語
に
つ
い
て
は
、
山
辺
昌
彦
「
学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
を
め
ぐ
る
い

く
つ
か
の
論
点
」（『
立
命
館
百
年
史
紀
要　

第
二
号
』
一
九
九
四
年
三
月
）、

蜷
川
寿
恵
『
学
徒
出
陣
‐
戦
争
と
青
春
‐
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
八
）、

西
山
伸
「
京
都
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」」（『
京
都
大
学
に
お
け
る

「
学
徒
出
陣
」
調
査
研
究
報
告
書　

第
一
巻
』（
京
都
大
学
大
学
文
書
館　

二

〇
〇
六
）
を
参
考
に
し
た
。

5
『
官
報
』
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
付

6
二
〇
一
四
年
六
月
一
六
日
、
聞
き
取
り
調
査
実
施
。

7
「
学
生
の
徴
兵
猶
予
停
止
の
件
」（『
資
料
集
』
五
〇
三
〜
五
〇
四
頁
）。

8
「
出
陣
学
徒
壮
行
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」（『
東
京
大
学
百
年
史　

資
料
一
』

東
京
大
学　

一
九
八
四
、
九
八
〇
〜
九
八
六
頁
）

9
二
〇
一
三
年
一
〇
月
六
日
、
聞
き
取
り
調
査
実
施
。

10
「
高
信
忍
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
」（『
資
料
集
』
三
一
二
頁
）
お
よ
び
聞
き
取
り

調
査
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
実
施
）

11
「
宮
沢
七
郎
手
記
」（『
資
料
集
』
一
三
四
頁
）
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
（
二

〇
一
五
年
八
月
一
九
日
実
施
）
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12
「
川
島
東
手
記
」（『
資
料
集
』
一
三
八
〜
一
三
九
頁
）

13
今
回
の
分
析
に
用
い
る
「
名
簿
」
は
予
科
の
分
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

以
後
は
大
学
部
予
科
に
関
す
る
考
察
は
割
愛
す
る
。

14
松
原
勇
吉
氏
（
昭
和
一
八
年
専
門
部
商
科
卒
）
所
蔵

15
「
文
部
省
関
係
雑
書
綴　

自
昭
和
一
七
年
四
月
至
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
」
専

修
大
学
所
蔵

16
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
白
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
共
同
研
究　

太
平
洋
戦
争
と

慶
應
義
塾　

本
文
篇
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
九
）、
三
一
頁
。

17
柳
沢
幸
治
・
若
林
幸
男
作
成
「
一
部
学
徒
出
陣
者
名
簿
」・「
二
部
繰
り
上
げ

卒
業
・
出
陣
者
名
簿
」（『
明
治
大
学
史
紀
要　

第
一
三
号
』
一
九
九
五
年
三

月
）、
阿
部
裕
樹
・
佐
久
間
千
愛
「
明
治
大
学
に
お
け
る
戦
没
学
徒
兵
と
出

征
者
」（
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
戦
争
と
明
治
大
学
‐
明
治
大
学

の
学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
‐
』
明
治
大
学　

二
〇
一
〇
）

18
久
保
正
明
「『
学
徒
出
陣
』
の
（
集
計
）
記
録
」（『
拓
殖
大
学
百
年
史
研
究

三
号
』
一
九
九
九
年
九
月
）

19
蜷
川
前
掲
『
学
徒
出
陣
』
六
四
〜
六
七
頁
。

20
永
井
均
・
豊
田
雅
幸
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の

考
察
」（『
立
教
学
院
史
研
究　

創
刊
号
』
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
同
「
立
教

学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
‐
戦
時
下
の
学
内
変
動
に
関
す
る
一
考
察
‐
」

（
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
‐
立
教
学

院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
‐
』
東
信
堂　

二
〇
〇
八
）

21
西
川
賢
「〔
統
計
〕
立
命
館
大
学
関
係
の
「
学
徒
出
陣
」
者
数
調
査
」（
前
掲

『
立
命
館
百
年
史
紀
要　

第
二
号
』）

22
前
掲
『
専
修
大
学
百
年
史　

下
巻
』
一
三
〇
〇
〜
一
三
〇
二
頁
。

23
今
回
の
分
析
に
は
「
学
籍
簿
」
お
よ
び
「
野
球
部
員
に
よ
る
血
判
状
」（
専

修
大
学
所
蔵
）
に
よ
り
、
明
ら
か
に
昭
和
一
八
年
一
二
月
学
徒
出
陣
組
と
判

明
し
た
者
も
含
め
た
。

24
原
剛
・
安
岡
昭
男
編
『
日
本
陸
海
軍
事
典
』（
新
人
物
往
来
社　

一
九
九

七
）、
四
九
〇
頁
。

25
同
部
隊
は
飛
行
兵
（
整
備
）
の
教
育
隊
で
あ
り
、
学
徒
出
陣
を
機
に
大
量
に

求
め
ら
れ
た
の
が
飛
行
整
備
の
予
備
士
官
で
あ
っ
た
（
蜷
川
前
掲
『
学
徒
出

陣
』
八
四
頁
）。

26
加
藤
陽
子
「
徴
兵
制
と
大
学
」（
東
京
大
学
史
史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学

徒
動
員
・
学
徒
出
陣
』
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
九
八
）

27
階
級
が
も
の
を
言
う
軍
隊
で
は
、
い
か
に
早
く
進
級
す
る
か
が
重
要
な
関
心

事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
専
修
大
学
に
は
、
幹
部
候
補
生
の
志
願
に
必
要
な

証
明
書
の
送
付
を
希
望
す
る
学
生
か
ら
の
書
簡
や
、
陸
海
軍
学
校
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
関
す
る
文
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
『
資
料

集
』
で
紹
介
し
て
い
る
。

28
「
小
牧
治
市
手
記
」（『
資
料
集
』
一
九
五
頁
）
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
（
二

〇
一
四
年
九
月
三
日
実
施
）

29
「
桑
原
喜
久
治
手
記
」（『
資
料
集
』
二
三
四
頁
）
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査

（
二
〇
一
五
年
五
月
二
九
日
実
施
）

30
註
九
参
照
。
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31
『
会
員
名
簿　

平
成
八
年
三
月
〈
第
七
回
改
訂
版
〉』（
海
軍
飛
行
専
修
予
備

学
生
海
軍
第
十
四
期
会　

一
九
九
六
）、『
海
軍
兵
科
第
四
期
予
備
学
生
・
第

一
期
予
備
生
徒
名
簿　

学
徒
出
陣
五
十
周
年
記
念
版
』（
海
軍
兵
科
第
四
期

予
備
学
生
会　

一
九
九
五
）、
井
畑
憲
次
・
野
間
弘
編
『
海
軍
主
計
科
士
官

物
語　

短
現
総
覧
』（
浴
恩
出
版
会　

一
九
六
八
）。
た
だ
し
、
第
一
一
期
主

計
科
予
備
学
生
の
専
修
大
学
出
身
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

32
「
阿
部
恒
夫
手
記
」（『
資
料
集
』
九
八
頁
）

33
註
六
参
照
。

34
『
専
修
大
学
の
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
九
〜
二
一
三
頁
。

35
「
佐
藤
光
男
手
記
」（『
資
料
集
』
六
六
〜
六
七
頁
）

36
朝
鮮
人
学
徒
出
陣
に
つ
い
て
は
、
姜
徳
相
『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣
‐
も
う
一
つ

の
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
）
に
詳
し
い
。

37
前
掲
「
文
部
省
関
係
雑
書
綴　

自
昭
和
一
七
年
四
月
至
昭
和
二
〇
年
一
〇

月
」、「
昭
和
一
八
年
外
国
人
関
係
来
翰
簿　

二
‐
一
」
専
修
大
学
所
蔵

38
註
二
二
参
照
。
中
野
光
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
期
以
降
に
刊
行

さ
れ
た
各
大
学
の
百
年
史
に
は
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学
生
を
視
野
に
入
れ
た
記

述
が
含
ま
れ
、
大
学
史
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
深
ま
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
（「「
大
学
史
」
に
お
け
る
学
徒
出
陣
と
朝
鮮
・
台
湾
出
身
学
生
」『
中

央
大
学
史
紀
要　

第
一
一
号
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

39
『
一
・
二
〇
学
兵
史
記　

第
四
巻
』（
一
・
二
〇
同
志
会　

一
九
九
八
）

40
「
金
炳
永
手
記
」
お
よ
び
「
金
命
奎
手
記
」（『
資
料
集
』
二
六
〇
〜
二
八
四

頁
）
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